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Ⅲ　ルビ’－ニロウムシ並に家蚕に対する病原性．
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　　参考文献　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　摘要●（英文）　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　　言　　　　　　・
・ルビーロウムシは柑橘，柿，茶，桑，南天，ヤツデ，クチナシ，モッコク.，バラ等29科58余種の.枝及
葉に寄生する害虫であるｏルビーロウムシめ駆除法としては冬期又は夏期に青酸瓦斯趨蒸及參期の機械
油乳剤撒布等の方法があるが,゛手I幄に謳除する方法でない鴬，年々其の被煮が増加しつつある現状であ
る．‘余は1951年５月高知県長岡郡琴平山の一部の柑橘のルビーロウムシ炉一種の糸状菌により箆死して
いるのを発見し7こ（挿図１）．
　之を分離，培養し，併せて形態及病原性，其の他２．３の生理的性質を調査し7こので，其の結果を報
告するｏ本論に入るに先だち草稿の校閲を賜つ7こ農林省蚕糸試験場技官青木清|専士に謝意を表すｏ
“　　　　　　挿図１　野外に於ける糸状菌によるルビーロウムシの艶死状態（柑橘）
　　　　　　　　　　　　　　　･1　病原菌の形態並に分類学上の位置
．野外に於いてルビーロウムシは２種類の菌によ'り艶死しているｏ即ちその一つは体表が白色綿状化し
す二ものでこれを桧鏡すると，菌糸はよく発育し，担子梗は無色で隔膜を有し, 35.1～40.5μ位の距離に
　　　　　　　　　●，　　　　　　　　　　　　　　　　１
　２．　　　　　　　　　　　　高知大学学術肝究報岩第１倦第１２号
長い逆視棒状の小柄（長さ13.5-27.0μ）･を,草生又は輪生する。小柄の頂部に分生胞子を草生し，7こや
すく頭部より離れる。分生胞子は無色～淡緑色，球形～卵円形であるが，卵円形のものが最も多い。大
きさば1.4～5.4×1.4～2.7μで，‘Verticillium属と考えられる。一方発死ルビーロウムシの休表加紅白
色綿状を呈するものを除鏡するとご菌糸はよく発育し，無色～淡緑色で，分岐し隔膜を有する。幅は
1.4～2,7μである。分生胞子は新月形，無色～淡紅色，1～5細胞，大きさは13.5～67.5×4.1μであり，
Fusari‘um属であるｏ　。
　　　　　　　　　　　　　　　挿図２，ルピーロウムシの寄生菌
　　　　　　　，ａ ｆ'ｕｓａｒiiｔｍsp. (X800)　　　　　　　　　　b Verticillium sp. (X800)
　　　　　　　　　　／　D　発育と温度と･の関係並に培養基上の性質
　　　　　　　　　　　　ｉ　　●。
４
供試菌は1951年12月17日に培養しすこもので，実験は1952年１月に同一実験を３回実施し7二。実験毎に
‘両菌とも３個のペドリ皿を使用し，碩察は９日間の平面培養の後に行つ7こ。実験方法は，両菌とも菌叢
　の少量を白金線で，家蚕蝸煎汁寒天培養基を注入し7こペトリ皿の中央に移植し，平面培養を行つ7こ。肯
’死滅湿度に闘しては，菌叢の少量をペトリ皿内の家蚕岫煎汁寒天培養基の表面に移し,-20゜Ｃ.の冷凍
　器及45°Ｃ.の定温器内に一定時問放置して，其の後は30°Ｃ.の定温器内に入れ，５日後に観察し7二。
　　　　　　　　　　　　　　　　第１表　発育士温度との闘係（３回平均）
ﾙ二三 .・ヽ15°’ 20° 25° こ8° 30° 35°
Firがcillium Ｓｐ・ ｌ．４ ２８ ３０-
２．７ ｌ．３ ０
Fusどxriumsp. ４．０･ ５．３ ５ｊ-
５．３ ４．０ １．０
備考。表中の数字は菌叢の直径(cm.)を示す（以下同様）。
3･
第２表　28°Ｃに於ける培養基上の性質
へ‾へ、　　　　、往　質
　　　万作　　犬
発育炭
(cm.; 空中菌糸
』ヅ
菌　　叢　　の　　色
・　Verticillium Ｓｐ・ ２．７
　丑（白、密）
弔・
　　　桔　●　　草　　　色Dull YelJowish Orange
Fusariumsｐ ５．３ 　廿(白，相)
- 代　’傾　　　色　　Brown
備考･菌叢の色はペトリ･】ｌの裏面の色を示す。
　　　　　　　　　　・　　第３表　死 滅 沼 度
　備考　表中十は菌叢の発育，－は菌叢の不発育を示す。
　即ちＶｅｒiicilliｕｍsp.の発育適温は25°Ｃ.であり，35°Ｃ.に於いては発育しない。死滅温度につい
ては，45°Ｃ.では４時間である炉，－20°Ｃ.では23時問後1こ於いても死滅しないｏ　Ｆｕｓａｒｎｔｍ　ｓｐ. の適
温は25°Ｃ.で，35°Ｃごに於いても恂発育する。死滅温度は，45°Ｃ.では23時間で，－20°Ｃ.に於いて
は28時間後に於いても死滅しない。
　　　　　万　　　　　　　　ｍ　ルビーロウムシ並に家蚕に対する病原性　　　，
　Verticillium ｓｐ.及Ｔ，ｓａｒiｕｎ　ｓｐの家蚕で秀岑×明月（日支二化種）の４齢期以後〕に対でる病原性を
８月６日～20日までの間に於て同一実験を３回繰返し7こ。実嶮方法は貪に報告し7こ給桑法，塗布法，浸
浪法の３方法により接種を行つたが，両菌とも家蚕には病原性を示さない。
　ルビーロウムシに対しては柿，柑橘の小枝に寄生しすこ健康と思,われる’｀ルビーロウムシを｡探集し，両菌
の５斤30日培養の胞千懸濁液を噴霧して後，多漁呂）戸子器内に入れて，一定期間後観察し7こ。倚寄生の
比較としてイセリヤカイガラムシ，比較菌として黒斑病菌（クロカメムシ）を使用し7こ。試敏期の温度
第４表Eusarium sp. Ｆａ･ticilliumsp. 及黒彊病菌（クロカメ.ムシ）によるルビーロウムシ.及づ;セ
　　　　リヤカイガラムシの槌病発死卒　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　ご●
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¬
　即ちVerticil Hum sp ｡ はルビ７ｂウムジに対し89～100％, Ｆｕｓａｒit↓ｍ　ｓｐ.は31～40％の鰹死率を示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　ａ　　●したが，イセリヤカイガラム｡シは両菌に樅病しな加つ7こ。黒彊病菌･（クロカメムシ）はルビーロウムシ
には病原性を示きな加つすこ加，イセリヤガイガラムシに対しては92し100％の強い樅病発死率を示し，
８月27日接種の場合はﾆfセリヤカイ‘が･ラムシが産卵孵化をし，其の幼虫が母体よりの自然感染により83
％の発死卒を示したｏ又８月27日比接種し七ルビーロムシは孵化幼虫の固着しす二もの（休長0.05～0.１
cm.)であつ7こが，Ｕ月６日の観察に於て，接種区のﾉLビーロムシは叢死し，対照区のルビーロムシは
恂成育し，体長0.15～0｡2cmに篠してい仁（挿図３）。
　挿図３　ｎｒ汝四回z sp. のルビーロムシに対する病原性（８月27日接種－Ｕ月６日観察）
　　　　　　　　　　　１　接　　　二種　　　　　　　　　　　２　対　　　　照
挿図４　黒彊病菌（タロカメ･ムシ）のイセリヤカイガラムシに対する病原性
　　　　　　　　　、（10月15日接種－ｎ月15日観察）
　゛　　　１　対　　レ　照．．　　　　　　　　　２　接●　　　　種
　　　　　　　　　　μ’ピー゜ウムシCRuby･ Scale:)の寄生菌に就いて（森本）＿＿　　　　　　　　５
　　　　　　　　　　　　　　　　皿　分生胞子の発芽
　露にみしたと同様の方法で発芽試験を1951年９月１日～10日の間に３回繰返し7二が，同二傾向の結
具を得ず二。供用胞子は５月20日の培養のものである（第５ぎ）。
　　尚　　　　　　　　　　　　　第５表分生胞子の発芽
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　備考　表中※印は発芽管の伸長炉良効で測定出来ない事を示す。
　即ちルビーロムシの寄生菌中Verticillium spバ乱　Slide Glass を使用し7二場合は48時間後でも発
･芽しない。 Hollow Glass を使用し7こ場合は24時間又は48時間後にいづれの液でも発芽するが，その
牟は極めて低い。 Fusarium sp. はごれに反していづ作の液レいづれの方法でも，24時間で発芽し，其
の率は高く，発芽管の伸長も大である（挿図５）。
　　　　　　　　　　　　　挿５図　ｎｒ庇泌um sp. の発芽状況（X800）
４
６
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｀卜ｉ　分生胞子の新成
生胞子の新政に闘する調査をし仁（第６
　　　第6゛表　分生胞子の新妓
　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　J　　　　　　　　　　　’叙に報告し7こと同じ方法で分生胞子の新政に闘する調査をし仁（第６表）。
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　備考　表中（i）印は不発芽，＠印は懸滴中に胞子の含有されない事を示す。
　即ちVerticilliuni sp. は臭Jこ4W長した，他の硬化病菌と全く同様に，空気のない内部では発芽せす，。
室気の溶解する中部では発芽はするが７日目に於ても分生胞子を新放しない。こ方空気に接する外部で･
は3～7日目に分生胞子を新放する。
　Fusarium sp ｡ は内部，中部，ｸﾄ部の区別なく，発芽加良効であるi]', Slide Glass の場合は７日目
に於ても分生胞子を新成しないｏ然しHollow Glass の場合は中部に於てのみ３日目に分生胞子を新一
成するｏ　　　　　　　　　　う　　　　‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘‾●　　　　　要
　１．　ルピーロウムシ(Ruby Scale) に寄生する従来未知の沁?心底77z属及びＦｕｓａｒiｕｍ.　Ｍ,を見出，
しすこｏ・
　２. 　ＶｅｒticilliｕｍＳｐ.の発育適温は25°Ｃ.，最高温度は30°C.である。45°Ｃ.では４時間で死滅するが｡｡
－20°Ｃ.では28時問後に於ても死滅し1ぷい，Ｆｕｓａ。iｕ。ｘｓｐ. の発育適温は25°Ｃ.，最高温度は35°Ｃ.であ
るｏ４５°Ｃ．では28時間で死滅する加，－20?Ｃ.では28時問でも死滅しない。
　３．　Verticillium sp. はルビーロダウムシに対し強い゛病原性を示すjj> Fusariiim sp.は屑い。又比較置
としての黒彊病菌（クロカメムシ）ﾉは全然病原性を示さないｏこれに反してイセリヤカイガラムシに対’
してはＶｅｒticiltiｕｍＳｐ。Ｆｉａａｒiｕｍｓｐ・ の両菌は病原性を示さす，黒彊病菌は強い病原性を示す。
　4. Verticillium sp. の胞子は蒸溜水及室気の無いところでの発芽は不良であるが，空似のある場所
で々ロカメムシ，家蚕の体液を使肝し記場合は発芽するｏ　Fusarium sp. はいづれの方法，いづれの液で
●の中でも良く発芽するｏ　　　　　　　　　＼，　　　　　　　ツ
　５．　Verticillium gp･つは室気に接する面に於てのみ空中に向つて分生胞子を新戚する。／
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RESUME
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　。＿　＿　＿
　　　　　　　　　　ゲ　　On the Muscar dines of the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ruby Scales
　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　by
　　　　　　　　　　　　　　　　　TokuemOii　MORIMOTO
　　　　　　　(PhｙtｏＢａtｈｏ!ｏｇｉｃａｌＬａｂｏｒａｔｏり，ＡｇｒicｕｌｔｕｒｅＦａｃｘｄり;　ＫｏｃＷＴＪｎｉｖｅｆｓitｙ)
1. The two fungi isolateb from diseased ruby scales are ＦＥｙがcilliiimsp. and Ｆｔtｓａｒiｕｔｎ
゛Sp･･
2. Ve所以峰。Ｓｐ.:OptimtiiTi temperature for the fungous growth stands at 25°C.,
maximum temperature at 300C‥Ｔｈｅ vitality is destroyed at 45°C. in ４ hours. but
not at －200C. in 23 hours.
３，Ｆｕｓai･jz。7zＳｐ。:Optimum. temperature for the fungous growth stands at 25°C., ｍａ‘-
ximum temperature at 35°C.. The vitality is　destroyed at 45°C. in 28 hburs, but
not at －20°C. 23 hours.
-4. Pathogenicity of 沁泊･cillium sp.. shows 85－100％，tｈａt of Fusarium .sp. 31-40がto
･the ruby　scales, but　both' the fungi　have　no　pathogenicity to the cottony-cushion
:scales and silkworms. The comparative Ｏｏｓｆｃｏｒａｄｅｓtｒｕｃtｏｒ(ｏｎthe black rice bug) has
ｐａtｈｏｇｅｎｉＣｉtｙ(92－100％)tｏ the ruby scaies.
5. In the vacuum. the conidia of　ＦＥｒがcillium sp. do not germinate in dstilled water
and in the blood of silkworm, black rice bug. but germinate in the airsoJuble blood
and produce their new conidia into the air.
　　　｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received April 30， 1952)

